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第３回民主主義のためのサミット閣僚会合 

上川外務大臣 ビデオメッセージ 

 

御出席の皆様、初めに、第３回民主主義のためのサミットをホストする大韓民

国政府、及び本閣僚会合の議長である趙外交部長官に敬意を表します。 

 

今回のテーマとして、韓国が議長国としてＡＩやデジタル技術を取り上げたこ

とは重要であり、時宜を得たものであると考えています。 

 

技術革新には大きな潜在性があり、今後、世界が持続的に発展していくために

は、ＡＩを始めとする技術が欠かせません。しかし、そうした光がある一方で、

影もあります。 

 

例えば、生成ＡＩを巡っては、サイバーセキュリティや偽情報、プライバシー

等の観点から、様々なリスクや課題が指摘されています。 

 

また生成ＡＩを含む高度なＡＩシステムが悪用されれば、民主主義の基盤を傷

つけることにもなりかねません。 

 

本日、私は、民主主義のデュープロセスや基盤を毀損し、その結果の正当性を

揺るがしかねないフェイクの問題について、考えを述べたく思います。 

 

民主主義の根幹は、多様な情報に基づき、自由に、主体的に考えた上で示され

る国民の意思、民意です。 

 

しかし、デジタル空間に、ＡＩによるディープフェイクが氾濫し、公的な発信

を含め情報の真偽がねじ曲げられてしまえば、それはフェイク空間となります。 

そうした空間の中での決定は真の意味で民意を示すものとは言えず、政治的正

当性や信頼性も損なわれます。 
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また、ＡＩは外国による情報操作にも使われる危険性があります。民主的プロ

セスや国際協力を阻害する悪意あるナラティブを生成し、拡散することを可能

にします。 

 

個人であれ国家であれ、信頼関係から安定と繁栄は生まれます。相互不信や分

断を生み出すような情報操作に対抗しなければなりません。 

 

個人のメディア情報リテラシーを高め、ファクトチェックを強化し、ディープ

フェイクを見破る技術を発展させるなど、世界で対策は進められています。 

 

急速に発展する技術のリスクを軽減しつつ、その革新的な機会を最大化するた

めには、人間を中心とした、マルチステークホルダーが参画する国際ガバナン

スを形成することが必要です。 

 

日本は昨年、Ｇ７議長国として、生成ＡＩに関する国際的なルールの検討を行

うため、「広島ＡＩプロセス」を立ち上げました。 

議論を重ね、昨年末に、安全、安心で信頼できる高度なＡＩシステムの普及を

目的とした、国際指針と行動規範からなる初の国際的政策枠組みとなる「広島

ＡＩプロセス包括的政策枠組み」が策定されました。 

 

その中では、電子透かし（watermarking）といった、ＡＩが生成したコンテンツ

をユーザーが識別できるような技術の開発や導入を奨励するとともに、偽情報

対策に関するプロジェクトベースの国際協力を盛り込んでいます。 

 

こうした取組を拡大し、安心、安全で信頼できる AIの実現のための協力を進め

ていきたいと思います。 

 

御清聴ありがとうございました。 
 

 


